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2023 年 4 月 1 日 

SEK マーク繊維製品認証基準の主な改訂のポイント 

（2023 年 4 月 1 日付け認証基準） 
 

№ 認証基準 条項№ 改訂のポイント 

1 目次 ■目次を新設 

2 
5.項 

SEK マークの表示方法 

■5.1 表示項目と表示順序 
「原則として SEK マークは、協議会が支給するものを使用するこ

と。」を追記しました。ロゴデータの入手方法について質問が多いため

明記しました。 
■5.4 SEK マーク管理規程 

SEK マーク及び付記する表示用語等の詳細については「SEK マー

ク管理規程」を確認のこと、を追加しました。 

3 
9.項 

使用禁止化学物質 

■9.1 化審法による規制 
化審法に登録されていない化学物質であっても、元素、天然物及び化

審法の運用通知における既存化学物質は使用できることを明記しま

した。 
■9.2 優先評価化学物質の取扱い 
優先評価化学物質が、第一種、第二種特定化学物質、又は監視化学物

質に指定された後は、それを含む SEK マーク繊維製品の生産と出荷

を中止し、当協議会の指示に従い必要な対応をとらねばならない、を

追記しました。 

4 
11.項 

加工剤の安全性試験 

■11.1 安全性データの提出 
 安全性データを提出する加工剤の対象を「機能加工に用いる加工剤」

に限定していることを明記しました。 
■11-5 希釈試験の取扱い 
水以外の希釈剤を使用した場合は、安全性に影響しないと判断した根

拠を提出すること、としました。 
急性経口毒性については、指定の試験方法で LD50 が 300mg/kg を超

える、または区分 4 となっている試験結果があれば、JIS Z 7252 附
属書 B の加算式に準じて、LD50 が 2000mg/kg となる希釈濃度を求

め、その 1/2 以下を最高加工濃度として使用することができる、を追

記しました。 
■表 11-1 加工剤の安全性試験方法と評価基準 
皮膚感作性試験の OECD/TG442C、442D，442E の具体的な試験法の

末尾に「等」を追記し、将来新しい試験方法が追加されても使用可能

であることを明確にしました。 
脚注に「＊1：表中に挙げられた試験方法と同等またはより感度の高

い方法であれば、他の公的試験方法を利用してもよい。ただし、利用

した試験方法の写しと表中の試験方法との試験内容についての対比

表を提出すること。」を追加しました。同等以上の試験方法であれば、

表中以外の試験方法も利用できることにしました。 

5 
12.項 

製品の安全性試験 
（皮膚貼付試験） 

■12.3 皮膚貼布試験の試験方法と評価基準 
 付表 2 以外の試験機関については、協議会事務局の確認を必要とす

る、を追記しました。 
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№ 認証基準 条項№ 改訂のポイント 

6 
15.項 

試験機関 

■表 15-1 機能性試験の指定試験機関 
（一財）カケンテストセンターの東京事業所バイオラボを抗菌性試験

と抗ウイルス性試験についての指定試験所に追加しました。 
（一財）ボーケン品質評価機構の東京機能性試験センターを抗菌性試

験についての指定試験所に追加しました。 
（一財）メンケン品質検査協会が指定試験機関の要件を失効したた

め、回復するまで指定試験機関の登録を一時停止しました。 

7 
23.項 

防汚性試験 

■表 23-1 防汚性試験方法と評価方法及び評価基準 
 JIS L 1919 の改訂（2022 年 8 月 22 日付）により､人工汚染物質のオ

イルレッドの質量分率が 0.5%から 0.1%に変更されたので、表 23-1
の注釈＊2 を削除しました。 

8 
巻末別表第 1 

SEK マーク繊維製品 
対象製品リスト 

■注釈 6)を追加 
 ②衣料品 靴下類のタイツと⑤衣料品のパンティストッキング類の

区分を明確にするために、「6) タイツは 33 デシテックス以上の長繊

維または短繊維を使用したもの、パンティストッキング類は 33 デシ

テックス未満の長繊維を使用したもの、を基本とするが製品に分類名

が表示されている場合はそれに従う」、を追加しました。 

9 
巻末別表第 2 

部分使用対象製品リスト 

■②衣料品 下着（ボクサーパンツ、ショーツなど）を追加 
 ②衣料品：下着（ボクサーパンツ、ショーツなど）の股部分の当て布

への部分使用を認めることにします。加工部位名は、また布、シック、

クロッチ布、マチ布のいずれかとします。 
 

／以上 


